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6666．レファレンス研究分科会．レファレンス研究分科会．レファレンス研究分科会．レファレンス研究分科会    

 

 

代表者：鈴木 学(日本女子大学) 

会員数：3名 

会 員：伊藤 史織(大正大学)，鈴木 学(日本女子大学)，長谷川 敦史(早稲田大学) 

年会費：なし 

例会開催回数：10回(内訳：月例会9回、夏期集中研究会) 

延べ参加者数：30名 

研究分科会ホームページURL：http://www.jaspul.org/e-kenkyu/reference/ 

 

活動 

(１)基本テーマ 

研究テーマ「レファレンス技術論：今必要な技術って何？」 

 今後レファレンス担当者には，ICTを活用できる能力も必要とされる。今期はICTそれぞれの

具体的な技術を確認しながら，図書館から利用者へICTを活用して何が可能となるのかを議論す

る。そして，利用者に便利であり，かつ図書館がガイドできる技術とは何か，さらには，ICTを

介して図書館サービスにどのような展開があるのかを探る。それらの議論を通して図書館活動と

ICTとの有機的なつながりについて考察する。ICT技能の習得も目指したい。 

(２)活動の概要 

 会期2年目では，分科会活動のための基盤整備に重点を置いた1年目を経て，年度を通してメイ

ンテーマに取り組んだ。 

〇月例会 

  2年目は，今期の課題に集中する期間でもあるため，月例会を原則毎週第3水曜日に開催する

こととした。 

  年度初めの数回は，1年目で終えることができなかった課題図書を終了させることと，分科

会会期当初に行った今期の研究テーマについて共有した打合せ内容を思い出しながら，その内

容について精査や再確認を繰り返した。夏期集中研究会で大まかに研究内容をまとめることが

できるように確認することとした。 

○夏期集中研究会 

  今年度は会員及び会場の都合により合宿を行わず，2日に分けての集中研究会の開催となっ

た。今回の2日間では，今期分科会の研究テーマに集中することとし，目標として，レファレ

ンス・デスクを挟んだ図書館員と利用者のつながりを図の中心に位置づけて，レファレンス・

サービスにつながる様々なトピックを列挙しながらその周囲に配置し，レファレンス業務の俯

瞰図を作ることとした。 

  手法として，トピックの列挙にあたってはブレイン・ストーミングの手法を取り入れ，各自

が思いつくままにトピックとなりそうなキーワードを挙げた。列挙されたトピックの分析には

KJ法を用い，トピック同士の関係性について討議。トピックのグルーピングを行い，項目とし

てとりまとめていった。 

  項目にまとめられたトピックの過不足を確認しながら，次には項目間の関係性を討議し図の

中心となる図書館と利用者の周囲に配置していった。その後で，レファレンス・サービスとし

て展開できるトピックとできないトピックとを切り分け，できるトピックに焦点を当てて，そ
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の実現の方法論を探るという考察を行った。 

  トピックをレファレンス・サービスとして取り上げる際には，そのトピックについて論考し

ている文献，具体的には私大図協報告関連2誌掲載分の文献を中心として該当箇所を抽出し，

それらに対処するトピックとなるかどうかを検証した。文献が見当たらないトピックであれば，

上記2誌以外の関連文献も探索を行い，検証を行った。該当する文献がない場合にはそのトピ

ックをオリジナルな視点として提案することとした。 

〇9月～12月(報告大会) 

 集中研究会でとりまとめた内容を更に洗練するために考察を繰り返す。合わせて，報告大会

に向けた準備を行う。 

○12月(報告大会)以降～会期末 

 今期の研究テーマのまとめに取り組む。また今期の活動の総括も行う。 

 

資料 

(１)例会開催とテーマ［月日・会場・テーマ等］ 

〇月例会開催について(2015年度：2015年4月～2016年3月) 

 開催日 (曜日) 会場(キャンパス名等) 

  4月22日(水)  福祉センター江戸川橋(文京区生涯学習・文化施設等) 地域活動室A 

  5月20日(水)  アカデミー向丘(文京区生涯学習・文化施設等) 学習室 

  6月24日(水)  福祉センター江戸川橋(文京区生涯学習・文化施設等) 地域活動室Ａ 

  9月30日(水)  福祉センター江戸川橋(文京区生涯学習・文化施設等) 地域活動室Ａ 

 10月21日(水)  福祉センター江戸川橋(文京区生涯学習・文化施設等) 地域活動室Ａ 

 11月18日(水)  アカデミー茗台(文京区生涯学習・文化施設等) 学習室Ａ 

 12月 9日(水)  早稲田大学(早稲田) 国際会議場4F 共同研究室2  

  1月27日(水)  大正大学(巣鴨) 7号館2Ｆ 

  3月 5日(土)  日本女子大学(目白) 4階「泉ラーニング・スペース」 

 〇集中研究会開催について 

 開催日   2015年8月7日(金) ，9月4日(金)  

 会 場   アカデミー音羽(文京区生涯学習・文化施設等) 学習室Ａ 

○施設見学について(任意参加) 

 開催日 (曜日) 見学先機関 

  3月 5日(土) 立教大学池袋図書館 

〇課題文献 

 研究テーマの内容に関連する文献を取り上げる。具体的なタイトルは以下の通り。 

【書籍・報告書】 

・ 私立大学図書館協会 レファレンス研究分科会2004～2005年分科会報告. 私立大学図

書館協会東地区部会研究部レファレンス研究分科会, 2006.  

・ 私立大学図書館協会会報 1981～2013. 私立大学図書館協会. 

・ 私立大学図書館協会東地区部会研究部報告書 1981～2013. 

 

・ 石黒 圭. 論文・レポートの基本 : この1冊できちんと書ける! 日本実業出版社, 2012, 

222p. 

・ 伊藤 進. 「聞く力」を鍛える. 講談社, 2008, 205p. 
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・ 大串 夏身. インターネット時代のレファレンス : 実践・サービスの基本から展開まで. 

日外アソシエーツ, 2010, 216p. 

・ 片山 一行. すごい！聞き方 : いつの間にか相手の心をつかむ. ダイヤモンド社, 2009, 

221p. 

・ 岸田 雅裕. コンサルティングの極意 : 論理や分析を超える「10の力」. 東洋経済新報社, 

2015, 255p. 

・ 齋藤 泰則. 利用者志向のレファレンスサービス: その原理と方法. 勉誠出版, 2009, 

182p. 

・ 白井 利明, 高橋 一郎. よくわかる卒論の書き方. 第2版, ミネルヴァ書房, 2013, 214p. 

・ 戸田山 和久. 論文の教室 : レポートから卒論まで. 新版, NHK出版, 2012, 313p. 

・ 内藤 誼人. 図解話のおもしろい人、へたな人の心理法則. PHP研究所, 2014, 158p. 

・ 中村 萬里, 永淵 道彦. 音声言語とコミュニケーション. 双文社出版, 2001, 159p. 

・ 原田 智子ほか. 情報サービス演習. 樹村房, 2012, 213p. 

・ 武藤 清栄. 傾聴力 : 話が通じない人とも話せる. 明日香出版社, 2010, 233p. 

・ 山崎 久道ほか. 情報サービス論. 樹村房, 2012, 209p. 

・ Phan,T., Hardesty,L., Hug,J. “Academic Libraries: 2012 First Look”. 

http://nces.ed.gov/pubs2014/2014038.pdf,（accessed 2015-12-02）. 

・ Reference and User Services Association, A division of the American Library 

Association. “Guidelines for Implementing and Maintaining Virtual Reference 

Services”. 

http://www.ala.org/rusa/sites/ala.org.rusa/files/content/resources/guidelines/virtual-r

eference-se.pdf 

 

【論文】 

・ 池谷 のぞみ. レファレンス・プロセス研究の諸アプローチとその統合: レファレンス・

インタビュー研究を中心として. Library and information science. 1992, no.30, 

p.p43-58. 

・ 伊藤 民雄. インターネットで文献検索+デジタル・レファレンスの現状. 館灯. 2004, 

vol.42, p.1-12. 

・ 齋藤 泰則. 動向レビュー デジタルレファレンスサービスの特性と展開. カレントアウ

ェアネス. 2003, no.275, p.10-13. 

・ 齋藤 泰則. 学習支援としてのバーチャルレファレンス. メディア教育研究. 2011, vol.7, 

no.2, p.S32-S41. 

・ 古橋 英枝. 日本の大学図書館におけるエンベディッド・ライブラリアンの導入可能性. 

現代の図書館. 2014, vol.52, no.4, p.211-217. 

・ 安井 裕美子. 日本の大学図書館におけるデジタルレファレンスサービス. 医学図書館. 

2006, vol.53, no.1, p.48-54. 

・ 安井 裕美子. 日本の大学図書館におけるデジタルレファレンスサービス: 質問紙法によ

る調査結果とその分析. 大学図書館研究. 2004, vol.72, p.18-29. 

・ 渡邊 真理子. 実施報告 デジタル・レファレンスサービスの可能性と今後の図書館像. 武

蔵工業大学環境情報学部情報メディアセンタージャーナル. 2005, no.6, p.87-91. 

・ 西尾 純子. 日本の専門図書館におけるデジタルレファレンスサービスに関する一考察 : 

2000～2009年. 情報学. 2013, vol.10, no.2, 
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・ 依田 紀久. “チャットレファレンスにおける質問明確化の実態は？”. カレントアウェ

アネス-E. 2012年6月14日. 

・ King Geraldine B. Open & Closed Questions: The Reference Interview. RQ. 1972, 

vol.12, no.2, p.157-160. 

・ Radford,Marie L., Connaway,Lynn Silipigni, Confer,Patrick A., 

Sabolcsi-Boros,Susanna, Kwon,Hannah. "Are We Getting Warmer?" Query 

Clarification in Live Chat Virtual Reference. Reference & User Services Quarterly. 

2011, vol.50, no.3, p.259-279. 

・ Stevens,Christy R. Reference Reviewed and Re-Envisioned: Revamping Librarian 

and Desk-Centric Services with LibStARs and LibAnswers. The Journal of Academic 

Librarianship. 2013, vol.39, no.2, p.202-214. 

・ Taylor Robert S. Question-negotiation and information seeking in libraries. College & 

Research Libraries. 1968, vol.29, no.3, p.178-194. 

・ Yang S. Q., Dalal H. A. Delivering Virtual Reference Services on the Web: An 

Investigation into the Current Practice by Academic Libraries. Journal of Academic 

Librarianship. 2015, vol.41, no.1, p.68-86. 

 

 (２)刊行物及び事業 

            特になし。 

 

以上 
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収入の部収入の部収入の部収入の部 (単位：円）

16年度予算（A) 15年度予算（B) 差異(A-B) 備考

協会交付金 6,050,000 2,447,900 3,602,100 2016年度より支出に応じた交付

研究会参加費収入 50,000 50,000 0 意見交換会参加費：@1,000円×50名

研修会参加費収入 70,000 70,000 0 意見交換会参加費：@1,000円×70名

雑収入 1,000 1,000 0 預金利息

小計小計小計小計 6,171,0006,171,0006,171,0006,171,000 2,568,9002,568,9002,568,9002,568,900 3,602,1003,602,1003,602,1003,602,100

前年度繰越金 0 6,742,156 △ 6,742,156 2015決算時に東地区部会に戻入

合計合計合計合計 6,171,0006,171,0006,171,0006,171,000 9,311,0569,311,0569,311,0569,311,056 △ 3,140,056△ 3,140,056△ 3,140,056△ 3,140,056

支出の部支出の部支出の部支出の部

16年度予算（A) 15年度予算（B) 差異(A-B) 備考

研究講演会（部会総会） 170,000 0 170,000 研究講演会の講師謝礼、交通費

研究会開催費 250,000 500,000 △ 250,000
「交流会」（研究分科会参加者の相互
交流）の開催

研修会開催費 800,000 800,000 0 年1回開催

地域研修 755,000 0 755,000
2016年度より開催：研究部任期2年目
に実施

オンデマンド研修 901,000 0 901,000 2016年度よりコンテンツ作成開始

運営委員会費 100,000 100,000 0

160,000 160,000 0 年2回（5月・11月）

分科会助成金 420,000 465,000 △ 45,000

内訳

基本助成 180,000 210,000 △ 30,000
30,000円×（5研究分科会+１研修分
科会）

割増助成会員 240,000 255,000 △ 15,000 5,000円×48名

特別助成 1,300,000 1,300,000 0

内訳

研究分科会支援金 800,000 800,000 0

研修分科会支援金 500,000 500,000 0

研修委員会費 100,000 100,000 0

研究部活動費 50,000 50,000 0
研究部活動（運営委員会・研修委員
会含む）

印刷費 250,000 300,000 △ 50,000

内訳

研究部報告書 200,000 200,000 0 研究部報告書：500部

研究部用封筒印刷代 50,000 100,000 △ 50,000
封筒：1,000枚　封筒の印刷数減のた
め減額

通信費 20,000 50,000 △ 30,000

運営事務費 850,000 100,000 750,000 過去の研究部資料の電子化

小計 6,126,0006,126,0006,126,0006,126,000 3,925,0003,925,0003,925,0003,925,000 2,201,0002,201,0002,201,0002,201,000

予備費 45,000 5,386,056 △ 5,341,056

合計合計合計合計 6,171,0006,171,0006,171,0006,171,000 9,311,0569,311,0569,311,0569,311,056 △ 3,140,056△ 3,140,056△ 3,140,056△ 3,140,056

東地区部会への戻入額 0 0 0

総計総計総計総計 6,171,0006,171,0006,171,0006,171,000 9,311,0569,311,0569,311,0569,311,056 △ 3,140,056△ 3,140,056△ 3,140,056△ 3,140,056

2016年度私立大学図書館協会東地区部会研究部予算（案）2016年度私立大学図書館協会東地区部会研究部予算（案）2016年度私立大学図書館協会東地区部会研究部予算（案）2016年度私立大学図書館協会東地区部会研究部予算（案）

（2016年4月1日～2017年3月31日）（2016年4月1日～2017年3月31日）（2016年4月1日～2017年3月31日）（2016年4月1日～2017年3月31日）

運営委員会・分科会代表
者　合同会議

科目

科目
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